登山の次の担い手育成へ

全国規模の経験交流集会を決める
２月20日、東京・晴海グランドホテルで開催された日本勤労者山岳連盟の第26期第２回評議会はすべての議案を可決して無事終了した。

49地方連盟より46名の評議員と全国連盟役員40名が出席し、二日間にわたり、活発な討論がされ、一部誤記の訂正や表現の修正提案があったが、ほぼ議案書どおりの内容が承認された。

その結果、遭難事故防止のための教育活動強化、山岳自然と登山との共存のあり方の追求、登山の将来の担い手育成を中期目標に掲げて、組織強化と拡大に一致団結して取り組むこととなった。

2005労山フェスタ第１次実施要項

評議会で当面の重点課題のひとつとして、05年９月に山梨県で開催する『２００５労山フェスタ』が提案された。

これは「日本の登山と労山の未来を考える」をメインテーマとして、多様な登山要求に応える登山団体とはどのような姿なのか？登山団体組織を強化・拡大するためにはどのような活動が必要なのか？のヒントをつかむ機会としたい。

　主な日程と内容

★集合時間　２００５年９月17日（土）17時

交流山行・現地体験参加者は早朝もしくは昼頃

★場所　八ヶ岳・清里高原　美し森　ＫＯＭＡ　ＶＩＬＬＡＧＥ（旧たかね荘）山梨県北社市大泉町西井出石堂８２４０

★参加対象　すべての労山会員（特に各団体の運営を担う役員、役員候補）

★内容

　一日目

◎交流山行

1 赤岳登頂コース

2 飯盛山コース

3 天女山コース

4 清泉寮コース

5 現地体験コース

◎記念講演

二日目

◎分科会

①組織担当者集会②機関誌担当者集会③遭難対策基金説明会④自然保護入門⑤海外登山入門⑥女性と登山⑦初心者のための搬出技術と救急法⑧運動生理学⑨沢登りの醍醐味⑩アルパインクライミングの魅力⑪山スキーの世界⑫フリークライミングの基礎テクニック　

◎登山団体代表者によるパネルディスカッション

◎大交流会（歌・踊り他）

　三日目

◎分科会

◎まとめ、大合唱

★参加費

一万五千円（二泊五食付）

ジョイント集会

この集会には毎年開催してきた「東日本女性登山交流集会」と隔年開催の全国ハイキング交流集会が合同開催となる。

交流山行や分科会の企画については全国の会員からの意見を反映したいので、要望があれば全国連盟事務局までお知らせいただきたい。

